
 

会 議 録 

会議の名称 令和８年度第１回桜学園コミュニティ・スクール協議会 

開催日時 令和８年(2026 年)６月２日（火）開会 9:30 閉会 11：30 

開催場所 つくば市立桜中学校会議室 

事務局（担当課） 教育局生涯学習推進課 

出 

席 

者 

委員 

 

酒井 政彦、後藤美千代、飯島 忠夫、久松 正樹、 

𠮷田 博、白砂 統己、米徳 康博、細田 修、天貝 貢、

中泉 正市、宮本 健次、野村 光良、中埜 貴元、 

水谷 浩子、 

栄小学校：校長 君和田 裕之、教頭 小木曽 麻里子 

九重小学校：校長 中原 卓治、教頭 沼野 武 

栗原小学校：校長 関 美智子、教頭 山田 智久 

さくら小学校：校長 岡野 知樹、教頭 真木 淳 

桜中学校：校長 鈴木 孝至 

その他  

事務局 教育局生涯学習推進課   課長補佐 瓜阪 恵理名 

参事 山口 健次 

社会教育主事 柴崎 英二 

 地域連携教育指導員 酒井 和宏 

公開・非公開の別 ☑公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数    ０人 

非公開の場合はそ

の理由 

 

議題 熟議「今年度のＣＳ活動計画について」 

会議録署名人  確定年月日   年  月  日 

会

議

次

第 

１ 開会 
２ 任命書交付 
３ 委員自己紹介 
４ 説明・報告事項 
 ・令和８年度つくば市のコミュニティ・スクール重点項目について 
 ・令和７年度地域と学校の連携事業決算報告及び令和８年度地域と学校の

連携事業予算計画について 
５ 会長・副会長の選出 
６ 協議 



 

(1) 学校運営の基本方針について 
(2) 熟議「今年度のＣＳ活動計画について」 
(3) その他 
  ・コミュニティ・スクール推進会議の今後の予定について 
７ 閉会 

 

 ＜審議内容＞ 

１ 開会 

沼野委員（会場校担当）：令和８年度第１回桜学園コミュニティ・スクール推進

会議を開会する。会議を進行するにあたり書記を栗原小学校の山田委員にお願

いする。→承認 

 

２ 任命書交付 

沼野委員（会場校担当）：任命書は机上に配付している。→各委員で確認 

 

３ 委員自己紹介 

出席委員全員が自己紹介 

 

４ 説明・報告事項 

・令和８年度つくば市のコミュニティ・スクール重点項目について 

事務局（柴崎）： 

・冊子「つくば市のコミュニティ・スクール」の説明。 

・「協議会での写真撮影は禁止しない」、「各校長からグランドデザイン説明の

際に業務量改善、働き方改革についても説明・承認すること」、「予算につい

ては地域と連携した内容について支出可能」な旨の説明。 

・ＣＳコーディネーター４名の紹介。 

  

・令和７年度地域と学校の連携事業決算報告及び令和８年度地域と学校の連携

事業予算計画について 

沼野委員（会場校担当）：決算報告、予算計画は各校の熟議の中で説明をお願い

する。 

 

５ 会長・副会長の選出 

・立候補者がいなかったため、事務局から昨年度に引き続き会長に久松委員、

副会長に水谷委員の提案→承認 

 

６ 協議 

(1) 学校運営の基本方針について 

・各学校長からグランドデザインについて、桜中学校、九重小学校、栄小学校、

栗原小学校、さくら小学校の順に説明。 

・桜学園の方針について、学園要覧をもとに学園長の桜中 鈴木校長から説明。 

 →各校のグランドデザインについて承認 



 

 

(2) 熟議「今年度のＣＳ活動計画について」 

久松会長：桜学園として「金田台の生態系」などの自然や歴史、桜川の防災につ

いての視点からも、年間の活動計画について検討していただきたい。 

○各校で 50 分程度、活動計画等について話し合い、内容について共有 

・桜中学校 

 「Ｒ８」地域活性化事業への中学生参加、 

除草作業や７０周年記念事業への地域の方の参加、 

防災教育について委員からアドバイス 

・九重小学校 

 お囃子保存会の出張授業について学校行事にも発展させて展開 

技能教科の学習や除草作業への協力 

運動会へサポーターズクラブ（保護者）や地域に協力を依頼 

登下校の見守りや通学路の点検について地域と連携 

 民生委員、区長、学校の連携 

・栄小学校 

 金田台の環境を守る会の授業実施について 

 自衛隊、危機管理課の協力のもと開く防災研修をＣＳにも広げて実施予定 

 奉仕作業への協力について 

 栄地区活性化協議会主催の音楽祭について 

・栗原小学校 

 ６年生とＣＳ委員の話し合い 

 わくわくプロジェクトの実現に向けて（キャンプ、収穫祭など） 

・さくら小学校 

 支援組織の立ち上げに伴い、ＣＳにも協力を依頼 

 

【質疑応答】 

後藤委員：金田台の生態系についての授業を栄小学校で実施している。他校に

も授業実施を広げていきたい。 

中泉委員：さくら小学校は非常口誘導標識で、非常口誘導灯でないのは何故か？ 

→事務局（市）：詳しいことは調べないと分からないが、消防検査に

合格しているのであれば問題ないのではないかと考える。 

野村委員：各校の児童生徒数は現在どのくらいか。 

     →事務局（学校）：桜中 365 名、栄小 235 名、九重小 192 名、栗原 

小 39 名、さくら小 570 名 

水谷委員：栗原小学校は、学区外からどのくらい通っているか。今後、学区外の

方もＣＳに入ってくる手立ては何かしているか。 

     →事務局（学校） 

約 3 分の 1 程度の児童が学区外から転入。現在も学区外からの保

護者の協力も得ている。学区外からの保護者の紹介で講師を招い

たりした。 



 

(3) その他 

・今後の開催予定：第２回令和８年 11 月 25 日(水) 会場：さくら小学校 

第３回令和９年２月９日(火)  会場：栄小学校 

・ＣＳのアンケート結果についての説明。ＣＳ紹介動画の説明。連絡手段につ

いて 

 



令和８年度第１回桜学園コミュニティ・スクール  協議会  

 

  日時：令和８年 ６月２日（火） 

               ９：３０～１１：３０  

場所：桜中学校 会議室  

 

次 第 

 

１ 開  会 

 

２ 任命書交付  

 

３ 委員自己紹介  

 

４ 説明・報告事項  

・令和８年度つくば市のコミュニティ・スクール重点項目について  

・令和７年度地域と学校の連携事業決算報告及び令和８年度地域と学校の

連携事業予算計画について  

 

５ 会長・副会長の選出  

 

６ 協  議 

(1) 学校運営の基本方針について  

 

(2)  熟議 テーマ「今年度の CS 活動計画について」 

 

(3)  その他 

・コミュニティ・スクール協議会の今後の予定について  

 

７ 閉  会 

 

 

 

 



桜学園
学園要覧 令和８年度

夢を持ち、自立して社会に貢献できる児童・生徒の育成

桜学園 つくば市立
  栄小学校   つくば市金田５４   〒305-0018 TEL029-857-2037 FAX029-857-6179

       <HP>http:// www.tsukuba-school.jp/sakae/       <E-mail> sakae01@tkb.ed.jp      

  九重小学校 つくば市上ノ室２１２６ 〒305-0023 TEL029-857-2036 FAX029-857-6209

       <HP>http:// www.tsukuba-school.jp/koko/   <E-mail> koko01@tkb.ed.jp       

  栗原小学校 つくば市栗原２０１８ 〒305-0001 TEL029-857-2049 FAX029-857-6315

       <HP>http:// www.tsukuba-school.jp/kuri/ <E-mail> kuri01@tkb.ed.jp  

 さくら小学校 つくば市春風台１６－１ 〒305-0001 TEL029-896-6670 FAX029-857-7735

       <HP>https://www.tsukuba-school.jp/sakue/ <E-mail>sakurae01@tkb.ed.jp  

  桜中学校     つくば市さくらの森３２ 〒305-0019 TEL029-857-2038 FAX029-857-6342

       <HP>http:// www.tsukuba-school.jp/sakura/     <E-mail> sakura01@tkb.ed.jp 

人との
かかわり

地域と
ともに育む

協働的な
学び

「生きる力」の育成

学び合い・教え合い

桜樹音楽祭 学園あいさつ運動

桜中体育祭 教育講演会（心の教室）

学び合い・教え合い

栄小学校 九重小学校

栗原小学校 さくら小学校

桜中学校



桜学園が進める小中一貫教育

つくば市教育の

基本理念

夢に向かってよりよい未来をひらく
「学び」の実現

研究テーマ「自らの考えを深め、表現することができる児童生徒の育成」

輝く未来

桜学園小中一貫教育推進組織

校長部会 推進委員会

教務主任部会

実践研究部会 自分づくり部会 健康安全部会

教頭部会

学年・ブロック連絡会

学ぶ力

適正な進路選択を見据え，生涯にわ

たって学ぼうとする姿勢をもち学習

に取り組むことができる。

進んで自分の考えを伝え，分かるま

でねばり強く学習に取り組むことが

できる。

学ぶ楽しさを感じ，学習に集中して

取り組むことができる。

人と関わる力

積極的に学校行事，生徒会活動に取

り組み，思いやりの心を持って行動

できる。

友達に対して思いやりのある言動が

できる。

友達と協力して生活することができ

る。

心身を鍛える力

自ら心身を鍛え，自他の健康・安全

に配慮して生活することができる。

進んで心と体を鍛え，健康・安全に

気を使って生活することができる。

心と体を鍛え，健康で安全な生活が

できる。

前

期

中

期

後

期

目指す
児童・生徒像

具体的な取組

☆主体的に学ぶための課題設定と単元構成の工夫
を通して

☆「主体的・対話的で深い学び」のある授業実践
☆「学習系統表」の活用
☆「学習の手引き」の活用
☆「UDの視点による授業改善」マニュアル活用
☆つくばスタイル科と各教科・領域を関連させた
授業実践(キャリアパスポートの活用)

☆小小，小中連携した学園研修
☆９年間を見通した桜学園児童・生徒の学びの姿の共有
☆小中連携豊かな心育成事業
☆発信型プロジェクト学習
☆考えを深め合う活動

☆桜学園共通 健康安全目標の実践
☆地域防災訓練の実施
（引き渡し訓練，桜学園防災連絡会議）
☆地域の人材を生かした防災
☆９年間を見通した体力づくり
（体力テストの分析と体力向上の共通実践）

☆桜学園共通 生活目標の実践
☆生徒指導部会での情報交換
☆小中連絡会（６年・７年，６年・９年）
☆桜学園マナーアップ運動
☆桜学園いじめゼロフォーラム
☆みんなのやくそくファイブの実践
☆生徒指導系統表の活用

外部講師による防災教室

あいさつ運動（小中合同）

実
践
研
究
部
会

自
分
づ
く
り
部
会

健
康
安
全
部
会

授業実践
（主体的・対話的で深い学び）











 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【茨城県】 
＜学校教育推進の重点＞ 
【すべての子どもの可能 
性を引き出す活力ある 
学校づくり」 

・カリキュラム・マネジメ
ントの確立 

・未来を拓く学びの展開 
・安心して学べる環境の
保障 

夢をもち、自立して社会に貢献できる 

児童・生徒の育成 

【みんなが幸せを実感できる学園・学校】 
 

・居場所があり安心できる姿 
・ワクワク (できた・・分かった・・

もっとやってみたい)と学び
に夢中になって取り組む姿 

・人のためになることを考え、 
行動する姿 

 
１ 幸福感の基盤となる安心・安全な学校・学級づくりの推進 

・こどもの権利を尊重し、多様性の認識に基づくインクルーシブでフラットな関係の構築 

・グループワーク等を活用したよりよい関係づくり（いじめの未然防止）

・みんなのことを考え行動できるルールメイキングを核とした特別活動の充実 

２ 幸福感の核となる「対話」と「自己決定」のある授業改善 
・ 聴 く」を大切にして学び合う、協働的な学びの実現 

・単元を意識した自己調整（学ぶ内容や学び方の選択等）のある学びの推進 
３ 本物の問いにもとづく、社会とのつながりを生かした探究的な学びの推進 

・社会で学ぶ、社会を学ぶ教育の推進（外部講師・専門家・地域人材等の積極的活用） 

・つくばスタイル科を核としたつくば 21 世紀型能力の育成 

４ 先進的な ICT を活用した学びと校務の推進 
・教室の枠を超え、個別最適・協働的な学びをシームレスにつなぐ活用 

・デジタルツールを有効活用した校務の効率化と教育の質の向上 

５ みんなが幸せになる、特別ではない特別支援教育の実施と多様な学びの支援 
・ニーズに応じた合理的配慮の提供と全教職員による支援体制の構築 

・ハートフル S ルームの効果的な活用による、居場所と学びの保障 

６ 心身の自己管理能力を高める取組の推進 
・専門家、専門職員と連携した健康課題に対応する保健教育、食育の推進 

・生活習慣の確立とメディアリテラシーの向上にむけた家庭との連携強化 

７ 働き方改革の推進と人財育成 
・働きがいの向上とタイムマネジメント意識の徹底、休憩時間の確保 

  ・・自ら求める研修の推進と高め合う組織文化の醸成 

８ 学園を核とした、小中一貫教育とコミュニティスクールの推進 
・イエナプラン教育の理念を生かした異年齢集団や対話による学びの推進 

・共に子供を育てる聴共育」を目指す学校支援体制（保護者会の運営基盤）の構築 

【つくば市】 
＜最上位目標＞ 

【一人ひとりが幸せな 

人生を送ること】 

・教えから学びへ 

・管理から自己決定へ 

・認知能力偏重から 

非認知能力の再認識へ 

☆問いから始まる学び☆ 

 

桜学園 教育目標 

学校経営ビジョン   
 

・ 聴安心 安安全」と 聴心が動く瞬
間」がある 

・ 聴自己決定」を大切にする 
・ 聴りががと」」がいっぱいある 

学校の教育の柱 

・児童の気持ちに寄り添いイ
ンクルーシブでフラットな
姿 

・自らの学びを楽しみながら
問い続け学び続ける姿 

・ワークライフバランスを実
践する姿 

目指す教師の姿 目指す児童の姿 

  組織目標 

 

１ 互いを認め合い、自分を安心して表現できる心の安定基地となる学級・学年・学校づくり 
２ 児童同士をつなぎ、対話と自己決定のりるワクワクする授業づくり 
３ 児童と向き合う時間の確保とワークライフバランスを意識した働きやすい職場環境づくり 

自分の「やってみたい」が、
みんなの幸せにつながる学校づくり

 

経営 

方針 
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